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（

論
　
　
読
）

　
0
二

三

島
類
に

於

る
蓼
性
の

觀

察
並
に

其

集
及
卵
に

於
る

變
異
の

研

究
　
（

仁

部
）

●
二

三

鳥
類
に

於
ろ

習
性
の

觀
察

並
に

其
巣
及
卵
に

於
ろ

變
異
の

研
究
（

上
V

　
本

稿
を

草
す

る

に

當

サ、

予
α

先
づ

農
學
士

寺
尾

博
氏
の

該
調

査
に

樹
す

る

好
意
を

謝
せ

ざ

る
べ

か

ら

野
。

即
ち

予
が
此

調
査
を

企
つ

る

や
、

同
氏
は

常

に

其

調

査
方
針
及

觀
察
上

注

意

凄
き

鮎

を

懇
篤

籍
摘
せ

ら
れ
、

加
之

本
稿
の

成
る

や

多

簍
る

霧

を
有
せ

ら

る
ζ

に

係
は
ら

す、
　
水
稿
の

校
閲
を

快
諾
せ

ら

れ

し

は

予
の

衷
心

感

謝
に

堪

．
乙

ざ
る

處
、

並
に

謹
ん

で

其
好
意
を

深
謝
す

。

　
本

調

査
は

秣
田
懸

仙
北

郡
花

館
村
を

中
心

と

し

周
圍
約
一

里
の

匪

城
ど
、

同

郡

大
曲

町
及

藤
木
村
の
→

部
に

て

行
ひ

六

る

る
の

に

し

て
、

該

地

方
は
所
謂

仙
北
亭

野
の

西

方

に

位

し、

薪
地

多

く

森
林

少
き
が

故
に
、

此

種
の

鳥

類
の

棲
息
す

る

も
の

甚
だ

多

む
。

面
む
て

鴨
下
毘

學
士
の

土

性
調
査
圖
に

依
れ

ば
、

海

面
上

の

高
さ

は

花

館
村
三

〇
ー

三

二

米、

大
曲
町
三

二

米、

藤
木
村
四

五

来
な

ワ
。

　
變
昊
の

計
算

法

は

主
准

し

て

こ
ト

薑
鬻
δ
蓼
肖

（

】

九
〇

四

年
）

に

糠
り
六

る

も、
此

研

究
に

供
用
せ

る

材

料
の

吟

味
及
其

他
の

諸
注

意
に

關

し
て

は、

寺
尾
農
墨
士
の

指
導

に

撩
る

所

多

t
．

第
一

オ
ホ

ヨ

シ

キ
リ

　

b
鳥
、

OO

 

覧
さ

袋
鞠

ミ
¢

O
暗。
餅
恥

畧
、

自
、

』

吐
．

　

オ

ホ

ヨ

シ

キ

リ

は
コ

ヨ

シ

キ

リ

ト

婁
ミ
讐
§

と
共

に

秋
田

地

方
に

於
け
る

夏
季
最
も
普
逋
の

鳥
に

し

τ
、

方

言
ゲ

ェ

グ

ェ

ツ

又

は
カ

ラ

ガ

ラ

シ

と

呼
ぷ

。

其

出
現
地

は

主

に

甼

原

區

域
（

山

地

厩

域
に

對
し
て

云

ふ
）

の

葦
蘆
叢
生
す
る

處
に

し
て
、

人
家

に

隣
接

入

仁

　
部

　
富
　
之

　
助

せ

る

葦
原
に

於
τ

も
是
が

構

集
を

見
る

こ

と

敢
て

珍

ら
し
か

ら

す
。

　

　
　
　

コ
　
　
　

　
　

の
　

の

　

　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

の

　
『

渡
り

』

の

時
期
と
『

囀
b

』

の

時
期

　
オ

ホ

ヨ

シ

キ

リ

は
『

渡
b

』

を
な

す
鳥
に

し
て
、

年
々

四
五

月
頃

よ

り

追
々

渡
り

來
蔘、

九
月

頃
よ

り

十
月

に

亘
り
て

去
る

。

渡
來

の

初
は

鳥
の

數
も
少
く、

多

く

は
一

區
域
に

停
り

移
動
す
る

こ

と
少

き
が

故

に
、

當
時
は

人
の

注
意
を
惹
く
こ

と
稀
な

れ
ど
も、

五

月

中
下

旬
生

殖
期
に

近
く
頃

に

至

れ

ば、

鳥
の

數
も

漸
々

増

加
し
來
り
、

且

早
く

渡
b
來
b
し

鳥

も、

今
迄
の

棲
息

所
を

出
で

、

三
々

五
々

一

群

と
な

b
て

諸
方
を
彷

徨
し、

數
臼

に

し
て

各
々

一

定

の

葦
原
を
占
め
、

此

處
に

堆
雄
共

同

し
て

集
を

營
む
も
の

な

れ
ば

、

此
時
季
は

卒

原
區
域

隨
所
に

此

鳥
を

認
め

得
べ

く、

動
も

す
れ

ば

此

時
を
以
て

初
め

て

渡
b
來
る

も
の

と

誤

認
せ

ら
る

よ

事
あ
り

。

　

オ

ホ

ヨ

シ

キ

リ

は

渡
來

後
間

も
な

く
『

囀
り

』

を

始
む

る

も
の

に

し
て
、

恰
も
方
言

の

如
き

頗
る

喧
し
き
普

聲
を

發

し
、

常
に

集
の

附
近

に

生

す
る

植
物
の

小

高
き
技
端
に

栖
り、

絡

日

絶
え
間
な

く

鳴
き

績
く

。

今
生
殖
前
に

於
け

る

小

移
動
期
及

び
『

囀
り

』

の

時
期

に

つ

き
余
が

累
年
の

觀
察
を
示
せ

ば

次
の

如

し
。
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【

脳

駕
躙

美
三

羃
三

支
王

　

ー

同

三

＋
九

王

　

ー

同

旱
年

　

　
　

ー

　
　
　
　

　
　
「
　
　
　

1

同
　
　
四

ナ
一

年

　
　
　
　

　
　
一

　

：

同

罕
二

王

同

　

罕
三

年

［

胸

罕

塁

大

正

元

年

玉

月

一

姦
前
の

蠶
期

纛
鵬
躙

臭
、

吾
支
凹
七

月
二

＋

背

一

青
＋

音

薯

塋
＋

育

了
月

二

＋
二

・

七

月

二

十
七

日

ー
玉
月

二

±

⊥

背
二

＋

吾

　
　

　
　
　
　

　

ー

τ
月
二

＋
九

目

日 ［l

l五
　円

　 1十
　 に ．

段。　 「

七

月
二

＋
五

日

同

二

主
玉

遡

九

日
一

五

月
二

圭
旦
七

月

三

十

日

同

三

年

1
月

八

且

・

⊥
七

皇
＋

奮

　

坦
し

生

殖
前
の

移

動
期

と
い

ふ

は

花

舘

村
字
か

み
の

に

漂
ひ
來

る

最
初
の

日

を
捲

す
。

　
　
　　
り
　　
　

　　
　
　
　

　
　
　

の
　
　

　
　　
　

　

構

巣
産
卵
及

育
雛
期
　
オ

ホ

ヨ

シ

キ

リ

の

構

菓
産
卵
及

育
雛
期

は

年
に

依
り

多
少

早
晩
あ
れ

ど
も、

其

の

期

聞
を
稍
長
期
に

見

積
　　

る

時
は

、

五

月
下

句
よ

り

入

月
中

下

句
迄

と
し
て

大
過
な

き

が

如

　一

し
。

即
ち
予
が

累
年
の

觀
察
中
構

巣
産
卵
期
の

最
早
例
は
家
の

如

し
。

　
明
治
四

十
二

年
亠

ハ

月
五

日
。

花

舘
村
字
間
倉
の

牽
原
に

て
、

完
成

に

近

き

れ
る

二

槧
を

韈
見
す

。

　
同
四

十
五

年

六

月
二

日
。

宇
ひ

ら

き
の

葦
原
に

て

講
業

中
の

一

業
を

發
見
す

。

　
士ハ
正
三

年
山

ハ

ロ

刀

七
n
ロ

。

同
赫
星

子

申

野

よ

し

原山
甲

柳
の

技
に

戀
け

六
る

一

集
を

漿
見

す
。

卵
三

顯
を
誰

漏

す
。

　

次

に

雛

育
期
の

最
晩
例
を
示
せ

ば
家
の

如

し
。

　
　
大
正一
一
年

七

月
三

十
日、

花

館
村

字
中
野
に

て

一

巣
を

發
見
ず

。

巣
の

中
に

卵
子

　
四

顋
を

藏
ず

。

　
　
同

年
入

月
二

日
。

同

村
が
ん

ざ

う

林

葦

原
に

て

孵
牝
後
三

日
目

位
の

雛
あ

る
［

　
集
と川
果

立
近

き

雛
あ
る
一

集
を、

　
　
洞
雑
†

入
n
刀

二

十
亠

ハ
冂

口、

間
合
荊

及諦
び

豐
　　
野
に

て

卵
あ
ス
W

黛
二

つ

を
、

　
　
同
年．
八

月
二

十
入

日
。

雛
あ

る
一

樂
を

發
見
せ

る

報
告

あ

り
。

但

L
審
査
せ

ざ
る

　
が

故
に、

果
し
て

本
種
な

る
や

詳

な
ら

｝
。

　
コ

　　
　

　　
　
　　
　
　　
の
　　
ロ

　　
の
　
　

　
　　
　
　　
　

　　
　

　

構
集
に

關

す
る

二

三

の

觀
察
（

第
一
）

構
集
植
物
の

種
類
は

、

好

ん

で

葦
又

は

荻
の

如
き

莖

稈
長

直
な

る

禾
本

科
植
物
を
支
柱

と
し

て

用
ふ

る

も
の

な

れ

ど
も

、

時
に

他
の

植
物
を

選
む

こ

と
な

き

に

あ
ら
す。

即
ち
予
の

觀
察
せ

る

も
の

は

桑・
梛・
ノ

バ

ラ
・

ク

サ

ギ

壱

ウ

タ

ン

ボ

ク
・
ノ

ア

ザ
ミ

等
に

し
て

、

主

に

瀧
木

或
は

灘
木

性
の

草

本
な

れ

ど
も、

又

稀
に

葦
莖
に

纒

綣
せ

る

ッ

川

フ

ヂ

バ

カ

了
ヒ

川

ガ

ホ

類
を
利

用
す
る

事
あ

）
．

（

第
二
）

材
料
は
一

般
に

數
種
の

植

物
の

莖
葉

及
細
根
の

類
に

て

其

外
部
を
造
ら
、

チ

ガ

ヤ
・

葦
等
の

穗

梗
を
以

て

共

内
部
を
綢

繆
す
る

を
普

逋
と
す
れ

ど
も、

集
の

全
體

を
一

種
の

雜
草
に

τ

作
れ

る

も
の
、

集
の

内
部
に

毛

髪
類
を
混

す

る

も
の

等

異
例
に

乏
し
か

ら
す

。

又

予
の

觀

察
中
最

も
珍
奇
な

b

し
は

、

營
集
の

初
期
に

於
て
、

當
時
其

附
近
に

開
花
中
な

る

榲

悖
の

花
瓣
を
取
h
來

h
て

之

を

巣
の

底
に

布
き
込
ま
ん

と

努
力
し
つ

よ
馳

あ

り

し
も
の

な

り
。

其

他
一

部
の

構

篥
材
料

と
し
て

用
ふ

る

も

の

は、

布
片、

綿・
糸

・

紙

等
の

屑
類、

鳥
獸
の

朋
毛、

綱
及
繩
切

等
な

り
。

（

第
三
）

欒
の

外

觀
は

稟
に

依
り

顔
る

奇

麗
に

作

ら
れ
だ

る

と
、

反
之

蕪

雑

を
極
む

る

と
あ

り
。

而
し

て

外

觀
の

美

醜
は

重
に

（

論

　
　
説
）

　
〇一一
三

鳥
類

に

於
る

習
性
の

觀
察
艶
に

其
彙
及
卵
に

於
る

變
異
の

研
究
　
（

仁
部
）

九
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（

論
　
　

説
）

　
〇
二

三

鳥
類
に

於
る

脅

性
の

觀
察
並
に

其

集
及

卵
に

於
る

變

異
の

研

究
　
（

仁
部
）

 

0

構
集
材
料
の

精

粗
に

依
る

も

の

な

る

が

故
に、

築
の

構
造

の

張
弱

と
は

素
よ

り

深
き

關
係
を
有
せ

ざ
る

も
、

若
し
略
ぽ

同
一

の

材
料

よ

わ

成
れ
る

二

つ

の

棄
あ
り

と

せ

ば、

外
觀
の

精
巧
な

る

も

の

は

其

粗
雜
な

る

も
の

琵
し

肇
な

る

・

と
勿
論
な

り
。

（

讙
）

．

　
コ

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　

　

構

集
支
柱

數
の

變
異

桑・
ク

サ

ギ

其
他
の

植
物
の

枝
上

に

懸
け

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
｛

た
る

巛

果

を

除
き、

葦
又

は

荻
の

如

き
長
直
な

る

莖
に

構
ふ

る

塲
合

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
…

に

於

て

は、

其
支

柱
と
す
べ

き

植
物
の

本
數
の

最
少

限
は
二

本
に

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
へ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
…

し
て

、

最
多
六

本
に

及
べ

り
。

竝
に

注
意
す
べ

き

は、

例
へ

ば

支
柱

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
〜

數
四

本
と
稱
す
る

も、

其
の

内
二

本
の

み

主

柱

と
な

り、

他
の

二

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
一

本
は

單
に

副
柱

と
し

て

菓
の

外

圍
の
一

部
に

附
着
す
る

に

過
ぎ

ざ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

る

塲
合
と、

三

本
は

主
柱

と
し
一

本
副
柱

と
せ

る

塲
合

、

及
四

本

悉
く

主

柱
と
す

る

塲
合

等
種
々

あ
れ

ど
も、

今
は

是
が

區
別
を
な

さ

す

し
て

總
本

數
を
算
す
る

も

の

と
す

。

而

し
て

此

支
柱

數
の

差

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
…

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
一

異
は、
一

の

葦
原

に

於

け
る

各
菓
は

常
に

大

差
な

き

も
、

一

の

葦
原

と
他
の

葦
原

と
の

問
の

差
異
は

著
し
く

明
瞭
に

し
て
、

是
が

變
化

の

原

因

は

構

集
す
る

葦
の

繁
茂
默
態
と

密
接
の

關
係
を
有
す
る

が

如

し
。

故
に

從

來
觀
察
せ

る

諸
地

方
の

葦
原

を

葦
の

獣
態
に

依
り

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
一

二

つ

に

區

分
し

、

其
兩
區

域
に

構
集
せ

る

各

菓
の

支
柱

數
を
羇
照

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
噛

せ

る

に

次

の

結

果
を
得
だ

り
。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　

甲

區
域

。

　

葦
の

叢
生
密
度
中

位
に

し
｝

丶

稈

長

く
苴

最
も

剛

直
に

生

長
し
、

　

韮
の

太
ざ

は
地

面
上

四

尺
の

所
に

て

徑
七

〇

1
一

〇

〇

粍
を

示
ず

。

重
な
る

區

域、

　

花

館
村

玉

川
沿
岸、

藤
木
村
沼
口

。

　
　

乙

區
域凵
　

醒
昂

の

叢
生
慰
和

に

渦［
を

る

爲、
莖

繊

維
に

し
て

科
の

長
さ

も
亦
劣

り、

　

莖
の

太
さ

は

地
面
上

四

尺
の．
所
に

て

徑
四

五

ー
入

0
粍
を

示
す

。

重
な

る

區
域、

　

花

館
村
中
野
ぜ

き
岸

、

同

間
倉
ぷ
ん

ざ

う

林。

・・i・i瑠
i黙騰

　 lll
l ［ ！ ll ， −

1
二 ｝ 　 ＿ l

I 二 ；四 ：入 ；
二

I 　 l 　 　 ’

：⊃ 療 六 ，三

1 ＿ ｝＿ i 、

L左 i旦 、三 1旦

七 ｝七 L 五

二 凵 、i六
堯 圭侯1計t
三 三 L 甼

三　五 陸
　　　　　　　 均
四 　 … i 八

　

即
ち
甲

區
域
の

卒

均
は
二
・
四

本
に

し
て
、

乙

區
域

は

卆
均
三
・

九

其
差
一
・

五

を

示

し、

構
巛

果

支

柱
數
の

多
少
は
明

か

に

葦
の

張
弱

と

關
係
あ

る

こ

と

を

知
る
べ

く、

是

恐

ら

く
オ

ホ

ヨ

シ

キ

リ

は
張
風

に

樹
し

其

集
の

安
全

を
期
せ

ん
が

爲、

稈
の

張
さ

充
分
な

ら
ざ
る

時
は

本

能
的
に

其

本
數
を
増
加
し、

以

て

集
の

防

備
を

完
全
な

ら

し
む

る

も
の

と

解
し
て

大
過
な

か

る

べ

し
。

オ

ホ

ヨ

シ

キ

丿

の

集

に

就
き

風

害
に

對
す
る

防

備
の

方
法
と

見
る
べ

き

は
、

支

柱
數
の

外
、

獪

集
の

支
柱
に

纏
絡
す
る

部
分
著
し
く

少

き
塲
合
は、

巣
の

下

部
を

張
靭
な

る

材
料
を
以
て

纒
縛
し
置
く

を

普
通
と
す

。

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

の

　

　

　

の

　

　
　

　
　

　
　

　

　

地

面
上

よ

り

巣
迄
の

高
さ

の

變
異
　
オ

ホ

ヨ

シ

キ

リ

の
巛

果
は

直

接
地

面
に

接
觸
す
る

事
な

く、

常
に

地

面
上

若
干
の

高
さ

を

保
ち

其
高
さ

の

範

圍
は

最
低
二

尺

よ

り

最
高
六
尺

五

寸
に

及
ぷ。

而
し

て

此

高
さ

の

變
化

も
前
項

巣
の

支
柱

數
に

於

る

と
同

じ

く、

一

展

域
内
の

葦
原

に

於

る

各

菓
は

其

差
異

少

く
、

各

葦
原

問
に

於
る

差

異
大
に

し
て

、

是

亦

明
か

に

葦
の

繁
茂
歌

態
と
密
接
の

關

係
な

る

が

如
し

。

依
つ

て

前

項
に

區
別
せ

し
甲

乙

兩

域
各

集
の

地

面

よ

り

の

高
さ

を
比

較
す
る

に

次

の

如

し
。

但
し

（

一
）

と
（

二
冖

と

は

大

正

三

年
度
に

調
査
せ

る

も
の

に

し

て、

高
さ

は

地

面
よ
り

集
の

上

縁

迄
の

距

離
を

以
て

示

せ

り
．

叉

水
中
に

生

じ

陀
る

董
に

構

集
せ

る
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口心 雜

−
百 三十號 五ぐ11 ）

（

論

　
　

諡
）

　
　
オ

ホ

ヨ

シ

キ

リ

の

集．
〆
（

ア
）

最
も
岳

大
の・
も

の、
〔
二
）

方
形
に

遞
詳

感
の

醸

・

（

三
）

圓

形
に

近

き
る
の

。

夂
八
一
）

及

（

二
）

粗
雑
に

し
て

鮠

弱
な

る

も
の
、

ゴ
（

三
）

最

奩
美
に

し
て

堅
牢
な
る

も
の

、

（

四
）

樹
枝
に

懸
け

葱
一

例
に

し

て

外
觀
の

美
稍
劣
る

略

構
造
堅

實
な

る

も
の

。

も

の

は

凡
て

之
を

除
外
せ

り
。

副

諾
練

込
）

毒
貂

退
喜
中

野
ぜ

竺
（

三
）

蒄
・

瘍
所

二

6

丹
舳

　

，

iL

誌
駅

］
，

、

…

r一

薑
尺

⊥ゴ

一

罕
。

尺

⊥
，
、

ー

二

〇
二

三

鳥
類
に

於
る

瞥
性
の

觀

察
並
に

其
集
及

卵
に

於
る

變
異
の

研
究
属

仁

部
）

．

ー
口
F

ー
ー
ー
ヒ

遡

　
鵡

劃

　
　

ミ

葦

，

…

副
　
　
　
　
二

　
　
　

ご
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（12 ）大正四年
一月十五日

　
（

論鰈
］

ぎ

ロ

　
　

　

　

　

霧

　
 

諡
）

　
0
二

三

島
類
に

於
る

習
性
の

觀
察

並
に

其
巣
及

卵
に

於
る

變
異
の

研

究

（

仁
部
）

　
　
　

　
　
　

　
　
　

三

　

　
　
五「

　
　

−

　
　
　

　
　
　

　
　
　

∴

⊥

　

…
」

…

ー
」

欝
卍

鵡

「
恥

琳
識

　
　
　

　
　
　

　
五・
四

二

八

　

　

　

　

三・
入
入

五

　

　

　
　
三・
ご

＝

四

　

依

之

ば
兩
區
域

李
均
の

差
は
約
一

尺

五

寸
に

し
て

、

且

變
異
の

範
園
も
略
同
日

な

れ

ば、

朋
に

葦
の

繁
茂
と

關

係
あ
る

を

知
る
べ

し
。

依
て

支
柱
と
な

れ

る

葦
の

全
長
と

漿
迄
の

高
さ

と
の

相
互

關

係
を

見
る

に
、

次

表
の

如
く

に

し
て

、

相

關
係
數
『

ー1
＋

9
詞
唱
叶

。
．

。

黥
な

る

を

知
る

。

爾
次

表
は

大

正

三

年

度
調
製
に

係
る

。

、

髪ロ
．

匙

庫

肭

軽
丁

、

デ
午

■

∴

顯

寸
厂

。
痴［

∴

　一　

　
　
　

　
　
　

ー

　一
・
O

尺
1

一
二・
○

尺

＝
二・
∪

尺

ー

計

＿ 「

01

一 一一
尺 五

　　i
⊥ L尺 ft
　　i

⊥一｝旦三三

L 尺七

　
　

　
　
　

　
　
一

　
　

　
　
　

　
　
⊥

　
　

　
　
　

　
　
⊥

二

　
　

こ
、

−

厂

　

…
rL

二 ，

一

三

　
　

　
　
三

計
じ

　
昧

」

b夙
　
噴

　
四

　
二

 

二

　

　

L

−

ー
脚

⊥

　

　
三

「

四

八

　
　

由
是
ば
オ

ホ

ヨ

シ

キ

リ

の

巣
の

地

面
よ

り
の

高
さ

は
、

主
と

し

　

て

構

集
す
る

葦
の

長
さ

に

關
す
る

こ

と

疑
ひ
な

か

る
べ

し、

叉

此

　

表

に

使

用
せ

る

葦
の

長
さ

は

測
定
せ

る

時
の

長
さ

を
其

儘
用
ひ

セ

　

る

も

の

な

れ

ば
、

構

集
後
若
干

伸
長
し

だ

る

も

の

と
見
る

を
至

當

　

と

す
。

故
に
9
・

の

値
は

構…
巣

當
時
と
多
少
の

差
を

生

す
る

事
明
か

　一
　

に

し
て

、

若
し
構

巣
當
時
の

葦
を
長
さ

を

以
て

せ

ぱ

或
は

碕
完
杢

　

に

近
き

相
互
關
係
を
生
ぜ

し

や

も

計
b
難
し

。

　

二

舞
簿
癬

蠱
此

部
分
の

貍
に

於
て
（

一

募
爵

　

さ

と
い

ふ

は

上

縁
よ

り
の

巣
の

下

端
迄
の

垂

直
線
の

長
さ
、

（一

ご

一

募
誌
と
い

ふ

舞
圍
中
の

磐
大
な

る

部
分・

「

三

藁

罫

｝

麝
鶴
群
巍
鎔
散
鯔
ゲ

藷
襲
婬
湘
悦

醜
顎

　
二

方
叉

は

三

方
よ

り

測
定
を
行
ひ
其
卆

均
を

以
て

示
せ

り
。

）

（

四
）

　
も

　
　
へ

　
　
も

　

　
へ

　

集
の

深
さ

と
い

、

渦

は

上
縁
よ
b
内
底
中
央

部
迄

の

長
さ

を

示
す

。

　
　
　

　
（

一
）

　
偲

果

の
肯
同

さ

（

二
）

　
集
の

外
圍
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號 五 十 百 三 第 誌 雜 學 物 動｛13 ｝

（

三
）

　
業
の

挙
均
直

徑

直

　

徑

糎 o ・五

糎 五・五

糎 o ・六

ー

ー
ー

ー・

−
…
ー
…

：

止
…

員

　
　

數

　

　
　
　

　
　
　
ニ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

ム

九
　　　　糎五 ・ 六

糎 O ・七

糎 五・七

計

−

…
丁
…

ー
…
…
…

ー

…
−

…
−

　
　
　

　
七

　
　

　一

　
　
　

　
　
　

　
　
　

四
七

（

四
）

欒
の

深
さ

差
異
を

示

す
は

寧
ろ

普
遯
の

事
實
に

し
て
、

敢
て

怪
む

に

足

ら
ざ

る

も、

予
は
オ

ホ

ヨ

シ

キ

リ

の

集
に

於
る

如
く
大

な

る

變
化
に

富

む
も
の

は

多
く
其
例
を

知
ら
す

。

而
し

て

今
仔

細
に

之

を
檢

す
る

　

　
　
　

　
｝

　

　
　
　

　
　
　

　
　
に

殆
ん

ど
限
な

く

分
類
し

得
れ

ど
も、

鼓

　

　
　
　

　
　
　

　
　
に

拭

上

圜
の

如
き

代
表

的
數
形
を
定
め、

　

　
　
　

　
　
　

　
　
各
形
に

相
當
す
る

員

數
を

算
せ

る

に

次
の

深
　
　
さ

o ・五

員

　

數

【

…

　
一
r 糎五・五

＿

1

九 i一櫛 六

四 …一
「 糎五 。六

　 「
rI9

←糎 o ・七

　i7−
　1−

T
’
　fiti’七

四
旨

　 計
九

右
の

測
定
よ

り

次

の

結
果

を

得
。

　

　
　
　

　

下
均

垂
標

準

鑒

（

ご

高

・

τ
§

匡
萱
琵

津
鬟

（

二
）

外

圍

「

罎
じ

直

徑

一

（

・
）

深

・

抻

曽
。

 

荏

尋
−

監

諮
些
囂

一

驫

聟
゜・

峠
9

§
「 ，
阡

窰
「
°。

陛
9
°

呂

　
　
　

　
　一

ー

・
r

＝
穐

陸
。

。

の

・。

マ
ρ
み

 

葦
P
。

ホ

 

　

以

上

漿
の

四

部
分
に

於
る

變
異
中
其
も
大
な

る

は

棄
の

高
さ

に

し
て
、

變
異
係

數
一

九

％

餘
を
示

し、

其
他
の

部
分
は

孰
れ

も

疉
異

の

程
度
頗

る

低
く、

饉
に

五

…
七
％

に

過
ぎ

す
。

而
し
て

外

圃
の

長

さ

は

集
の

高
さ

に

亜

ぎ
變
異
大
な

る

べ

し
と

豫

期
し
陀

る

に、

事

實
は

反
對
に

し
て
、

深
さ

及
口

徑
と
略
ぽ

同
一

な

る

は

頗
る

意
外

と

す
る

處
な

塾
。

　
の

　
む

　
の

　
　

　
　

　

集
形
の

變
異

　
一

種
の

鳥
の

集
と

雖、

各

集
の

形
耿
に

若

于
の

三
n
　 皿 r・ マ r 　 vr

▽▼ワOO Q Q
如
く
な

る

を

知
れ

b
。

檗

竺

入 ［
ヨ1
ブ訓v

六 1v・

叢

　

而
し
て

此

員
數
は

予
が

野
外
觀
察
の

都

度
寫
生
し

置
き

だ

る

も
の

に

就
き
て

行
ひ

た

る

も
の

な

れ
ば

、

或
は

多
少

實
際
と
相

違
す
る

こ

と

な

き

を
保
し

難
し
と
雖
も、

先
づ

大
體
之
に

依
b
變
異
の

傾

を
知
b
得

べ

し
、

　
の
　

の
　　
の
　　
　
　　
の
　
　

の
　

の
　　
の
　　
む

　
一

集
中

の

卵
數
の

變
異

　
一

葉
の

産
卵

數
を

决
す
る

に

當
り

注
意
を

要
す
る

事

は
、

其
當
時
の

菓
は

産
卵
織
績
中
の

も
の

な

ら
ざ
る

事、

其

藁
は

廢
集
な

ら
ざ
る

事、

害
敵
の

爲
卵
子

を
奪
は
れ

し
形
跡
な

き

聖

に

し
て
、

叉

雛
の

數
に

よ

わ

卵

數
を

推
算
せ

ん

と
す

る

塲
合
は、

不
發

卵
の

有
無
等
に

就
て

細
心
の

注
意
を

拂
は
ざ
る

べ

か

ら
す

。

徇
詳
し
く

言
ふ

時
は
ス

ぐ

メ

の

如
き

は
一

腹
の

産
卵
孚
ぱ

に

し
て

（

験

　
　

訊
）

　
0
二

三

鳫
類

に

於
る

脅
盤
の

観
察

並

紀

其
欒
及
广
　
　

る

靆
墨
の

既
究
　
（

仁

部
）

一

三
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（14 ＞四 正 大

〔

設
　
　
文
）

　
○
二

三

鳥
蝋
に

於
け

る

習
性
の

飜
察
堕
に

其

檗
及

卵
に

於
”

沼

變
美
の

研

究
（

仁
鑑
）

年

其

槧
を

破

壞
せ

ら
る

よ

や、

急
速

他
に

新
だ
な

る

巣
を

營
み
、

腹
中

に

殘
れ
る

卵
を
産
み

績
く
る

も

の

な

る

故
に、

是
等
の

點
も
嚴
密

に

吟
昧

す

る

の

必

要
あ

れ

ど
も、

此

塲
合
を
明

瞭
に

區
別
す
ろ

は

頗
る

困
難
に

し
て
、

實
際
上

恐

ら
く
不

可
能
な

る

べ

し
。

從
而

予
の

觀
察
中
如

斯
塲
合
を
含
む
や

も
計
り

難
し
と
雖
も、

兎
も

角
以
上

の

注
意
に

依
り
、

確
實
な

り

と

信

す
る
一

巣
の

卵
數

を、

卵
子

と
雛

と
の

區

別
を

な

し
て

示

せ

ば

次
の

如
し

。

一

甲

　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　
　

卵

　

雛

　
　
の

　

數

　
　

　
　
　
三

　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　

ミ

　

　
　

ド

　
　

　

　

…
卵
の

み

晉
匙
の

　
互

量

三

携
・

晉
し

あ

　
三

　
　

　

　
（

三
）

卵
雛

共
に

あ

り

し

も
の

　
　
　
七 

r． 1四 ；三 四．！− t1“
IT

−”−

＿ l　 l＿ ） 1

入 i玉 三 五

幽．
一

「
‘
；
− ．一

・
一
「

　 し　 　 　 　 　 ：；

＿ i ・ iゴ 六．
τ「

−r
；二∵

一

塁に i註i計

測
定
し、、

更
に

其
等
が

冬

災
中
に

於
て

示
す

變
異
を

知
ら

ん
が

爲、

其
等
の

各
集
中
に

於
る

李

均
値・
標

準

偏

差・
變

異
係
數
を
別
々

に

算
出

せ

り
。

其
結
果

よ齟
り

再
び

計
算
し
て

次

の

諸
表
を
得

。

　
　
　
〔

一
）

　
各

集
に

於
け

る

卵
形
雫

均

債
の

燮
異

皿

右
よ

り
計
算
し
て

次

の

値
を

得
。

嘉
異

係

卵
　
形

集

數

月十五
匣
E

袖

數 卵 各

　 雛 集

（ 　 （ 　 （

二 1 −
一

唐 ｛ 1
） M

卆

均

値

　
　

標

準

偏

差

盡
・ ・

峠
ρ

蓉
一

拝

§
。。

毬
。

。
 

義
殍
§
。

一

け

§
。

什
p
一
¢

。

一一

叶
q°
o。

O

曾
『

ド
b っ

一
　冂
け
一

8
 

県

吟

阡
⇔．
Q σ

 

ψ

「

巨
 
塗

佳
詮
・・ dii 數

幽

OO

悼

乢
旧

O
レ
HO

珪
P
刈

Φ

←

峠
ObqQ

 

　

即

ち
一

集
の

卵

數
は

何

れ

に

し
て

も

卆

均
四

顆
に

近
し

。

　
コ
　　
　

　　
　

　
　

　

　
　

　

　

コ

　
　

　

　
　

の
　
　

　
　　
　

　　
　

　
　

　
　　
　

　

卵

形
及
卵
の

大
さ

に

關
す
る

變
異

　
以
下

卵
形
と
い

ふ

は、

卵

の

短

徑
を
一

と
せ

る

塲
合

、

そ

れ
に

遇
す
る

長
徑
の

比

に

し
て
、

卵

の

大
さ

は

長

短
爾

樫
を

別
々

に

表
は

せ

り
。

　

先
づ

明

治
四

十
二

年
六

月
よ

り

大

正

三

年
七

月
に

渉
り

て
、

オ

，
本

ヨ

シ

キ

リ

の

集
三

十
四

個
を

檢
し、

各

集
中
の

卵
形
及
大
さ

を

　
ト

　

一

　

〇

　
　
五

　
　

　
　
　

…
「

　
　
　
　
二

　

〔

二
）

　
各

集
に

於
る

卵
の

具

徑
竿

均

値
の

變
異

　
　
　
二

長

徑

σ 。

」
°

驪

集

墜

遇 L縦 〇 二

，，1
−「 ： L

粍 c ・
一

二

　　i
蚤

厂 粁五 、
− r ；

一五 L 凝○ ． 二t＝

二 恥＿粍五 二 二

二

厂 粍○ ・三 二

迄 1＿凝五 巴 二

三 i一粍棚 二

氤 　 計

（

三
）

　
各
巛

果

に

於
る

卵
の

短
徑
午

均

値
の

變
異

　
　
　
　
一

短

徑

　
泗

　
　
　
　
五

，

剿
、

蜘
，

，

…

粍 C ・ヨ童一

粍 …E ・ヨi一

耗 C ・六一

粍五 ・六 一

」 弓
ノ 、

一

〇

　
　

＝

lL
糧 叱

＿

LXO ・七
一五

計≡

氤

（

四
）

　
各

集
に

於
る

卵

形

及

卵
の

大
さ

の

變
異

係
數
の

變
異

係

數

巣

數

つ

　
一

　

仁

Q
　
　
C
　
　
O

o ・三

〇 ・ 四

〇 ・ji

　計

〔

↓
卵
・

（

乙
長
徑

（

引
短

徑
，

ii
．lo

入 1二 1

H
七
lrTi

八

　
一

〇

，，

…
七二 I

　l
　 il
五 四 三

一

匳 茜
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（

五
）

欒
全

部
に

於
る

卵
形
の

變
異

　
　
　
睦
　
　函

全
c

全

部
に

於

る

卵
の

長

徑
ヴ》

變

集 匚1

卵
一

卵

數
一

形 i
＿ 五 一e−−

　 1− ・…

＝ LPO 二 ・ 一・

五 二 ．＿

o 三 t一

蕊：：
五 四＿

。 五 一

五 五 。＿

〇 六 ・ 一

計

玉
）

把
い
“

O
吁
ObQ

し

「
ヒ、（
〆

O
囁

『・
経
90
（

と
　
　
　

　

持
勢
 

舮
陣

骨
ρ
苗一
q

（

六
）

　

　
　

旨
b
ロ

O
梓
OOOP

榊

　
　

峠【°
O
吟
 

甘
O°
Oq

月

 

（

七
）

　

　

ヨ噂
養
鼻

十
〇

b
拐

　

　

皆
O°
自
P

吁
Ob

夐

　

　
　
　
　

屡

阡
虧゚

“
Mqo

峠
O°
啅

価

圃

　

　
一

　

二

　

二

長
徑

吭

　
ρ）

　
◎

　

　
五

　

〇

　

五

　

　
粍

　

粍

　

粍

盟，
一

，

四
「

ヨ

mQt 一二

粍五 ・一二

粍 O ・二 二

粍五 ・ニ ニ

囗

π
悼’
醐

誘

廓

」°
O°
bσ

一

一

粍 O ・三 二

粍五 ・三 二

泊iO・四 二

粍五 ・四 二

　　計

「

遮

到｝
起」
烈
7
墨

九

三

二

、

烈
ω

（

七
）

　

菓
全

記
に

於

る

卵
の

短
徑
の

變
異

1
よ

b

難
　　
　　
　 　

　　
　　
　　

（

一
）

（

二

）

（
三
｝

∫雪『
∫｛覡）

？
）

（

暑
）

罕

　
灼

櫨

標

準

偏

差

變

異

係

數

一
』
剛
一

拝
O‘「一
一

99
　
　
　

　

吁
O°
O
刈
吟

汁
Ob

◎

O
　

　
　
　

什
朝「
卓

O
ゆ

絆
P
¢
F

塾3

凶

O鹽
O
←
夢

尋
O

」

刈
ゆ

阡一
b
寧

→

汁
9一
爬

刈

　
　
　

　

梓
駅

面
一

〇

艮
ρ
¢

切

し9

一

磐
 

なQ
剴

陸
ρ
O
轟
　

　

　
回
け

9
聊

qq
う

什
O°
O
叭
g◎

　
　
　
冂

庁
し◎

』
》
い

捗
ρ
幽

 

酔

｛　

ト
皿゜
OO

什
O°
冖
“

W

（
・

二

匡
団

塞
｝
P一
研

。

」

汁

譱
詳
§
“

聾
ド
朝
財
Φ

什
ρ

霧

」

1十
〇

¢

8
．1十

〇

腫

E
懌
o
ゆ

謬
1十
〇

〇
PLO

1llIil

「
’

ll ・

liI

　

以

上

卵
形
及
卵
の

大

さ

に

關

す
る

皹
異
歌
態
を
逋

覽
す
る

に
、

菓
中
に

於
て

も
亦

各

集
の

甼
均
値

及
變
異

係
數
に

於
て

も、

叉

觀

察
せ

る

全

菓
の

卵
に

於
て

も、

變
異
の

存
在
は
之
を

認
め

得
べ

く、

就
中
其

最
も

大

な

る

は

卵
形
に

し
て
、

長
徑
是
に

亜

ぎ

短
徑
最
も

小

な

う
。

即

ち

今
觀
察
せ

る

全

數
の

卵
に

於
け

る

變
異

係
數
に

就

き
、

短
徑．
長
徑
及
卵
形

相

互
問
の

差
を
求
む

れ

ば、

　
　
卵
形
の

變
異

係
數
樓

長

徑
の

變
異

保

數
の

差
畦
O
論

竃
†
O．
当一“

　
　

卵
形
の

　
　
”

　

　
短
徑
　

　
”
　
　
　

醇
一。
g。

崖

叶
ρ

田
O

　
　

鳧

徑
り

　
　
n

　

短

縄

　
　
”

　
　
　

11

；
面

隆
ρ
朝

き

故

に

卵
の

大
小

及

び

形
擬
は

重
に

長

穫
の

變
化
に

依
る

も
の

な

る

を
知
参

得
ベ

ノ
、、

父

短
徑
の

變
異
が

卵
形
及
長

徑
に

比
し

麺
異
最

も
狹
少
な

る

は
、

是
輪

卵
管
の

開

張
力
に

自
ら
限
度
あ

ウ
て

こ

れ

に

制
限
せ

ら
る

よ

陀
め

な

る
べ

し、

而
し
て

全
體
と
し
て

變
異
の

程

度
の

餘
り

大

な

ら
ざ
る

所
以

は
、

畢
竟

野
禽
の

變
異
性
は

飼

養

動

物
の

そ
れ

に

比
し
極
め

て

低
き

こ

と

を

證

す
る

も
の

な

る
べ

「
し

ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
「

　
一

　
　
　

　
　

　
　

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

卵
の

長
徑
と

短
徑

と
の

相
齷
現

象

　
卵
の

長

徑
は

短
徑
に

比

し

其

變
異
ω

程
度
大
な

る

乙

胱
に

述
べ

た

b
。

而
し
て

短
徑
と
長
徑

と
が

、

其

何
れ

が
一

方
の

穫
の

塘
減
に

依
う

、

他
の
一

方
の

徑
も

之
に

俘
ひ

て

増

減
す
る

も
の

な

り

や
、

或
は

兩
者

全
く

相
互

關
係

を

有
せ

ざ
る

や

を
知
る

の

要
あ

り
。

即
ち

今
觀
察
せ

る

全
數
の

卵

、
　、
〔
論

　

夊
 

Q一一
三

鳥
類
に

於
け

る

習
性
の

覿
察

曲
に

其
禦
及

卵
に

於
る

懸
異
の

碓
究
（

仁

聾

一

孟
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臓｝

（

論
鯲 躍
Wj

　　　　
糊

　　吻

f糶
寅
）

　
〇
二

三

鳥
顛
に

於
け

る

観
性
の

觀
矮

飽
に

其

業
及

郵
に

於
る
變
異
の

磅
究
（

仁

龍
）

鑼難
龝

鑿
籥

　

蕊耳
撃

　痔靆
・

　
　
　
　讖

嬲

謙

鑞
鏤
霧

騨

灘
議

糶
鞠

　
　
　
盲

贈

　

蠣 綿
　

　

上

圖
。

才

ホ

コ

シ

キ

リ

の

卵
の

寵
絞

。

　
 

　
　
順
次
左

上

方
よ
切’
右

下

方
に、
　

本
丈

に

　
　
競
明
せ

る

斑

絞
の

種
類
醜

に

分
布
の

九

型

　
　
》

示
す

。

二

穎
宛
一

組
。

但
し

（

づ
H

目
）

　
　
は
一

顆
。

・

響
欝
難

塗

讖

　
　
　
　廨

　
　
鞴

二
鑠
鑿
…

総
飜灘

　
お
　

　さい
　

　ド

爨
懿

　
　
饗罫髄騨

蠡

　
鵜

鵬

脚

轡
懺撚
撫

漣

　
　
　

鑞糶
鸛

篷髦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一

六

　
下

圜
。

オ

ホ

耳

シ

キ

リ

の

駿

絞
が

鈍
端

に

於
る

融
舎
の

状
態
鬱

粛
ず
。

順
次

左

上
方
よ

労
翕
軍

方

に

番
號
勘

附
す

。

二

顆

宛
一

組
。

輯
L

（

一
）

及
（

一
一
）

は
一

顆

宛
。

（

一
）

斑

紋
及
其
分

布
は

側
面
8
伺
一

程
度
に

し
て

蒋
に

斑

絞
集
合
せ

る

に

非

す
，

　
（

二
）

斑

絞
集
合
せ

る

も
未
だ

融
合
せ

す
。

（

三
）

僅
に

融
合
ず

る

も
融
合
斑
小
さ

｛
且
つ

各
灘

蓮

絡
せ

す
。

　
（

四

×

五
）

融
合
斑

亭
な

れ

ぎ

る

其
の

數

著

し

く

獪

加
ず

。

　
（

山
ハ

）

　

融
Aq

斑
柵
¶

人・
し

臼騨

つ

各
斑
逹

絡
ず

．

　
（

七
一

各

融
合
斑

小
な

れ

ぎ

る
贋ハ
數

著・
し

く
嚇
旧

加
ず

。

　
（

八

×

九）

各
斑
の

融

合

次
第
に

堰
大
ず

。

　
（

…

○
）

（

左
）

融

合
斑

鈍

備
の

中

央
に

集
る

。

　
（

右
）

夏
に

淡
き

色
に

被

覆
せ

ら
る

。

　
（

一
雫
）

全
く

融
合
し

各

斑

》

甌
朋

む

難
し

。

　
（

一
二

）

特

殱
の

奄
の

ζ

融
合
斑

全

殻
面
灼

等
且
極

め

て

淡
奪
色
に

覆
は
る

。
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於

る
爾

者
の

相
關
現
象
を
見
る

に

左

衷
の

如

し
。

右
よ

ウ

相
關

係
數

・．
−ー

ρ

匿
雛
汁
ob

誤
o

を

得
、

其
符
號
＋

な

る

を
以
て
、

即
ち
長

徑
の

増
加
す
る

時
は

短
徑
も

是

に

俘
ひ
て

墸
加

し、

短
徑
の

減
少
す
る

時
は

長
徑
も
之
に

俘
ひ

て

減
少
す
る

も
の

な

る

事
を

知
る

。

唯
該

係
數
の

絶
勢
値
の

小
な

る

は
、

こ

れ

短
徑
は

輪
卵

管
の

開
張

力
に

制
限
せ

ら
れ
て

其
變
異
の

小

な

る

に

係
は

ら

す
、

長

徑
は

卵
の

營
養
の

如

何
に

よ

り

て

比

較
的

自
由
に

變
化

し

得
る

爲
な

る

べ

し
。

　

の
　

　
　

　
　

　
　
　
　

　
　

り
　

　
　

　
　

　

　

卵

殼
に

於
る

斑

紋
の

變
異

　
オ

ホ

ヨ

シ

キ

リ

の

卵
は

其
卵

殼
面

死 

に

黒

色

又

は

褐
色
の

不
正

形
な

る

斑
絞

散
在
す

。

今
其
斑

絞
を
檢

す

る

に、

亜

穀
の

色、

斑

紋
の

大
小、

色

彩
及
分

布
の

献

態
等
種

舟

の

點
に

於
て

變
化

あ
る

を
認
む
べ

く、

又

其

變
化
の

程
度
韓
一

輿…

中
の

卯
に

於
て

は

甚
だ

尠
き
を
以

て、

之

を
一

體
一

様
と
看
做

し
て

差
支

な

き
も、

各

梨
閲
の

差
異
は

最
も

顯

著
に

し
て
、

其
極
端

な

る

も

の

を
比

較
す
れ

ば
、

到
底
同
一

種
の

鳥
の

卵
と
信
じ
難
き

も
の

あ

う
．

今
之

に

就
き
少

し
く
分
類
を

試
む

る

に

凡

そ

弐
の

如

手
る

を
得
る

が

如

し．

（

灘
）

　

　
（

A
）

　
卵
殼
の

地
色

。

　

　
　

　
n

　
自
色
及

自
色
に

近
き

も
の

。

　

　
　

b

補
色

。

蔀
餓
鹹

讐
麗
鶲
謝
驫
貔
篭
は

る

彗

ヵ
め

）

　

　
　

　
。

　
蒼
色

。

　

　
（

13
）

　

斑

紋
の

色

彩
。

　

　
　

　
a

　

黒
褐
色
及

褐
色
爾

様
の

斑

あ

る

る
の

。

　

　
　

塾

　

褐
色
斑

の

み

な

る

も
の

。

　

　
（

C
）

　

斑

紋
の

種

類
。

　

　
　

　
鞠

　

小

點
の

み

の

毛
の
り

　

　
　

b
　
小
點
理

稍
大

な
る
斑

點
巴

を

混

す

る

も
の

．

　

　
　

　
c

　
b

の

外
更
に

微
魍
な

る

斑
を

混
ず
る

も
の

。

　

　
　

d
　
獵
綱
斑

著
し

く

多
く

大
斑

の

少
き
も
の

。

　

　
　

　
．

　

以

上
と

全

｛
斑

紋
の

別
穂

な

る

も
の

。

即

ち

輪
廓
明
瞭
な

ら

ざ
る

中
大

　

　
　

　
　

の

斑
と

細
斑

密
に

分
霜
す

る

る
の
。

　

　
（

D
）
　
斑
紋
の

分

布
。

　

　
　

　
跣

　
斑

は

全

面
卒

等
に

分
布
し
且

各
斑
の

鈑
離

稱
遽

廴、

　

　
　

b
　
斑

は

鈍
端
に

集
合
し
一

部
の

斑

は

融
合

ず
。

　

　
　

　
C

　
b

の

如

く

に

し

て

各
斑

の

融
合
す

る

も
の

多
し

　

　
　

d
　

鈍
端
の

各
斑

全
く

融
合
し

て

區
別

し

得
ヂ

。

（

論

　
　
交
）

　
〇
二

三

島
類
に

於

け
る

習
性
の

観
察

並

に

其
集
及

卵
k
蟄
る

變
墨
の
研

兜
（

仁
部
）

一

七
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〔
論

　
　

夊
）

σ
二

三

島
類
に

於
け

る

習
性
の

觀
察
並
に

其増
巣
及
卵
に

於
け
る

變
異
の

研

究
（
仁

部
）

（

C
）

及
（

D
）

は

之

を

組
合
せ

て

衣
の

九
型
を
得

。

．iTII　 s
’
I　 v 　Iv 　I！I　 II　 lYIIIIX

　

右
は
大

體
の

變
異
の

幅
を

示

す

も
の

に

し
て、

數
の

中
間
者
を

有
す
る

が

赦

に

完

全
な

る

分
類
を
行
ふ

こ

と

難

く
、

殊
に
此

分
類
は

予
が

野
外
觀
察
の

都
度
認
め

置
き
陀

る

覺
え

に

依
り

行
ひ

た

る

も
の

な

れ

ば、

多
少
精
確
な

ら

ざ

る

點
無
き

を

保
し
難
き
も、

獪
之

に

依
り

て

其
一

班
を

知
る

こ

と

を
得
べ

し
。

次

に

以
⊥
の

各
分
類

級

に

相

常
す
る

棄
の

員
數
を
示
せ

ば

次
の

如

し
。

輪
廓
明

瞭
懃

ら
ざ

る
點

全

面
に

分
布
すへ、

斑

小

さ
ぐ

分
布
均

等
。

小
斑

に

稽
大
な

る
班
タ

混

す
。

大
な

る
斑

は

鈍
端
に

集

り

且
つ

斑
の
一

部

融
合

．

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
エ

微

細
な
る

斑

は

全

面
に

分
布
し

大

融
合
磁
11
の

よ

り
，

徽
細
な
る

斑

と

大
斑
よ

り

成
り

分
布

灼

等
。

微
細
な

る

斑

及

大

小
の

斑

よ

り

成

り

大
斑

は
鈍

端
に

多
（

融
合
斑
V
の
・ホ
り

大
。

微
細
な
る

斑

及
び

大

小
の

斑

よ

り

成
麟

斑

は

鈍
端
に

集
合
せ

す

融
合
斑

は

片

寄
ら

す
。

大

小
の

斑

著
し

く

鈍

端
に

集
合
し

各
斑

融
合
し

て

區

別
し

難
し
、

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

各
級
の

問

に

無

一

八

言1−　Ix 　 IYIIIvlli

　　　　　　l
vi 　 Y 　IIY

」111 　111

⊥よ
一

、
一二二墨

齧

上二ーザし

西 二
・

六 九 四 1 ＿ 旨 い
．．

二

　 　 　 　
」

　 』　 1 　 　
1

．δ
’
＿ 一一 旦 迪 一 四 匡 ＿：三 二

1

−T −一
　 　 　 　 　 　 　 　 ｛

善
幽
凱 唾 1三 坤 蚫 一r 三 i

呈一． ・ 一華窪1ヰ沌
窒
．
，

田⊥上覧
，

塾
．
、

三

匿
・

澄゚豊

五

劃

　
耄

ヨ
潮

縁

，

憲
準

匡

　一
手
〇一

　

七
．

五

　
ミ　ヨ　

　　

　
二

〇

δ
　

　一
三
．

二

　
　
　　

二

？
堅

　
二

9
八

　
二

〇
・

彑

　
一
天
・

三

　
五．
。　

一
三．
二

　
　
−−
　

三

六

　
　
　

　一
〇
〇・
0

へ

hC

．

部

（
、

）

卵

殼
の

地
色

　

　
　
　
土G

二

四

五

三

（

B
）

斑

絞
の

色
彩

　
　
　

五
一

　
　
　
　
二

五
三

　

即

ち
地

色
の

白
色
な

る

も
の

は
、

其

褐
色
な

る

も
の

よ

り

斑
點

の

種
類
及

分
布
妖

態
篇
單
に
、

叉

蒼
色
な

る

地
色
の

も

の

は

其
自

色
な

る

も

の

よ

り

稍

複
雜
な

り
。

而
し
三

色
中
範
園
の

最
も

廣
き

は

蒼
色
に

し
て
、

臼
色
と

褐
色

は

各
々

一

方
に

偏
す

る

と
見
る

べ

し
。

然

れ
ど
も

今

若

し
臼
色

と
禍
色
を
同
一

と
看
倣
す
時

は
、

範

圍
蒼
色

と
略
ば
同
一

と
な

る
。

又

地

色
と

關
係
な

く

即

全

部
の

集

に

つ

き
て

見
る

と
き
に
・

員
數
最
も

多
き

琉
盗
に

し
て
皿

及

　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ァ

　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

N
【

V

之

に

距

ぎ、

其

他
の

階
級
は

更

に

少

く

大

鱧
に

於
て

W
と

71

　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　

、

と
問
を
中
心

と
せ

る

一

の

單

項
曲

線
を

形
成
せ

る

を

見

る
。
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